
デッキ構築フェイズ

各プレイヤーはスターターデッキ 1 個・売却マーカー 3 個・個人ボード 1 枚・
追加のカード 3 枚（確認可能）を受け取り最初のデッキ構築フェイズを開始する

デッキ構築フェイズの準備

1. 全てのプレイヤーは個人ボードのデッキ構築面を表にする。
手持ちのカードを全てバインダーエリアに置く。

2.全てのプレイヤーに 30 ミレニアムドルを配る。

3. ショップデッキの上から 6 枚ずつを裏向きで配る。（タイマー開始まで確認不可）

4. ショップデッキの上から 9 枚をショップエリアに裏向きで置く。

5.売却マーカー 3 個ずつを持っているか確認。（2人プレイ：6 個、 3人プレイ：4個）

6. 表向きのメタゲームカードを捨て、新たな属性メタを公開。

7. タイマーを 7 分にセット。

デッキ構築フェイズの流れ

1 2 3

・カード 6  枚と 30 ドル！
・属性メタの公開
・タイマー 7 分

・追加のカード 6 枚！
・種族メタの公開
・タイマー 7 分
・流通市場への売却終了

・タイマー 6 分
・構築フェイズ終了
・コレクションの公開
・ショップと流通市場の
カードを捨て札にする
・売却マーカーの回収

アクション

1. デッキ構築（シングル 8 枚、デッキケース 1 枚、アクセサリー 2 枚、同名カード不可）

2. コレクション構築（デッキ構築フェイズごとに 1 セット、全てのカードの が異なる、
全てのカードが共通の属性または種族を持つ）

3. ショップからのカードの購入（ショップデッキの一番上のカードも購入可能、
購入した枠にはショップデッキから即座に補充）

4.カード合成によるプロモカード獲得（合成時プロモデッキに売却マーカーを置く、
既に自分の売却マーカーが置かれているプロモデッキは合成不可）

5. 流通市場へのカード売却（ 分のドルをバンクから受け取る、売却マーカーを置く）

6. 流通市場のカード購入（ 分のドルをバンクへ支払う、売却マーカーを持ち主へ）

7. 他のプレイヤーとのカードトレード（ を同価値にする、足りない はドルで補う、
価値が釣り合わないと感じた場合は友情カードで調整）

ゲーム終了時 4 ミレニアムドルは 1 VPとして扱う
トーナメントは、ショップ・流通市場にカードがない状態で開始する



トーナメントフェイズ
デッキ構築フェイズの準備

1. 全てのプレイヤーは個人ボードのトーナメント構築面を表にする。
バインダーのカードは傍にまとめておく。デッキのカードは手に持つ。

2. RPチャートを 0 にする。

3.デッキケース（最大 1 枚）とアクセサリー（最大 2 枚）を所定の枠に表向きで置く。
シングルが規定の枚数（8 枚）を越えている場合、ランダムにバインダーに戻す。

4.前回のトーナメントでトップだったプレイヤーからターンを開始する。
（同着の場合や最初のトーナメントの場合は、最近現実でパックを購入した人）
ターンは時計回りに進行する。全員がターンを行えなくなったらトーナメント終了。

カードの発動タイミング
プレイ：カードがプレイエリアにプレイされた時に発動。

ネクスト：次にカードがプレイされた時に発動（どの枠にプレイされたかに関わらず発動）

リバース：カードが裏返ることが確定した時に、表側の状態で発動。処理後裏返る。

持続：そのカードがプレイエリアに表向きで置かれている限り、常時発動。

トップ：そのカードがトップカードである限り、常時発動。

得点：トーナメント終了時、得点フェイズに発動。

リアクション：何らかの効果に対して使用を宣言可能。効果の処理後、裏向きにする。

トーナメント終了時、全てのプレイヤーはプロモカードをランダムに1枚ずつ受け取る。
プレリリース：なし ラウンド 1：ブロンズプロモ ラウンド 2：シルバープロモ

自分のターンでは
アクションの発動 （任意）： 「アクション：」と書かれた能力を発動する。効果の処理が
終わったらそのカードを裏向きにする。アクションは 1 ターンに 1 度しか発動できない。
アクションはシングルのプレイの前でも後でも発動できる。

シングルのプレイ（義務）： 自分のプレイエリアに空き枠がある場合、手札のシングルを
1 ターンに 1 枚プレイしなければならない。空き枠の中で最も左に表向きでプレイする。
手札または空き枠のどちらかがないプレイヤーにはターンが回ってこない。

裏向きのカードは名前・ ・属性・種族・効果などを持たないが1枚のカードとしてカウントはする。

リアクション以外の効果は全て強制効果。可能な限り処理を行わなければならない。

効果の発動優先順は、 トップ＞持続＞プレイ＞ネクスト＞得点

トップカード
自分のプレイエリアの表向きのカードの中で最も右にあるカードをトップカードと呼ぶ。

クラッシュ
クラッシュを起こしたプレイヤーから時計回りに、ショップの上のカードを公開する。
公開したカードの とトップカードの を足し、合計値が最大の者が勝者となる。
最大が同着の場合、引き分けとする。公開したカードは流通市場に置く（最大 12 枚）。


